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戊
辰
戦
争
と
郷
土 

 

開
国
論
と
攘
夷
論
、
尊
王
か
佐
幕
か
、
国
内
世
論
は
段
階
的
に
発
展
し
、
尊
王
論
の
勢
力
が
京
都
を
中
心
と
し
て
、

い
よ
い
よ
優
勢
に
な
る
と
、
こ
こ
に
非
常
手
段
に
訴
え
る
暴
力
集
団
が
常
に
横
行
す
る
不
隠
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

反
徳
川
の
態
度
を
か
か
げ
る
西
南
地
方
の
諸
大
名
間
の
事
情
は
、
発
生
条
件
の
差
が
あ
っ
た
り
し
て
、
様
々
な
危
機
が
あ
り
な
が
ら
も
、

大
義
名
分
の
上
の
一
致
は
動
か
な
か
っ
た
。 

 

将
軍
徳
川
慶
喜
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
に
意
を
決
し
て
、
将
軍
職
を
辞
退
し
て
政
権
の
座
か
ら
お
り
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、

二
六
〇
年
に
も
わ
た
る
幕
政
に
慣
れ
切
っ
て
い
た
全
国
の
諸
大
名
に
、
新
し
い
京
都
政
権
の
力
が
及
ぶ
に
は
、
未
だ
に
弱
く
、
政
情
不
安
、

社
会
不
安
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
翌
四
年
正
月
三
日
、
前
将
軍
慶
喜
が
、
薩
長
の
横
暴
を
憎
ん
で
朝
延
に
奏
問
す
る
た
め
、
幕
軍

一
万
五
千
と
共
に
大
阪
か
ら
京
都
に
向
っ
た
。
途
中
鳥
羽
伏
見
で
薩
長
と
交
戦
の
上
敗
れ
る
と
、
事
態
は
急
速
に
進
展
し
て
官
位
、
領
土

と
も
剥
奪
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
上
杉
は
一
千
の
兵
を
率
い
て
大
阪
に
向
っ
て
い
る
が
、
途
中
福
島
か
ら
引
返
し
て
い
る
。
京
都
で
は
新
し

い
政
府
が
組
織
さ
れ
、
「
廣
ク
會
議
ヲ
オ
コ
シ
万
機
公
論
ニ
決
ス
ベ
シ
」
の
、
五
ケ
条
の
御
誓
文
か
ら
な
る
も
の
を
出
し
た
の
が
三
月
で

あ
る
。
軍
事
的
に
は
前
将
軍
と
会
津
討
伐
を
令
し
、
各
地
に
鎮
撫
総
督
を
任
命
し
て
、
派
遣
す
る
の
が
正
月
中
で
あ
っ
た
。
会
津
を
討
伐

す
る
の
は
、
幕
府
の
命
で
京
都
の
警
備
に
当
り
、
鳥
羽
伏
見
戦
で
、
幕
府
の
先
鋒
軍
を
務
め
た
か
ら
で
あ
る
。 

米
沢
中
将 

其
藩
会
津
隣
境
に
付
仙
台
人
数
繰
込
次
第
先
鋒
且
教
導
致
し
、
来
月
十
日
迄
に
可
討
入
事 

『
米
澤
』

市
史
』



   第六章 近  代 
      第一節 明治維新 

 

鎮
撫
総
督
府
か
ら
の
命
令
は
、
す
で
に
三
月
中
に
米
沢
に
来
て
い
た
。
「
宮
さ
ん 

宮
さ
ん
」
の
軍
歌
と
共
に
東
進
し
た
政
府
軍
は
、

四
月
に
は
江
戸
城
を
落
し
て
大
勢
は
決
し
て
い
た
。
領
主
上
杉
は
、
止
む
な
く
会
津
討
伐
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
る
。 

 

戊
辰
戦
争
・
維
新
戦
争
は
、
以
上
の
段
階
か
ら
当
地
方
と
関
り
を
持
っ
て
来
る
。
「
御
上
落
ニ
付
、
村
々
江

差
出
候
夫
方
之
分
、
相
渡
候

給
銭
」 

 
 

 
 

は
、
こ
の
二
十
日
迄
で
納
め
る
よ
う
に
と
の
代
官
所
達
し
が
、
浅
立
村
か
ら
北
の
村
々
の
肝
煎
に
届
い
た
の
は
、
二

月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

  
 

以
回
状
達
候
、
然
ハ
商
人
共
之
内
よ
り
当
時
之
形
勢
或
ハ
御
国
并

諸
藩
之
風
許

（
マ
ヽ
）

い
た
し
、
随
而

京
、
大
阪
、
江
戸
其
他
諸
方
口
申
越
候
由
、
相
聞

不
届
之
至
候
、
以
来
事
之
有
無
真
偽
ニ
抱
ら
つ
、
決
而

申
越
間
敷
候
、
右
違
え
も
の
相
聞
候
ハ
ヽ 

（
以
下
毀
損
） 

  

代
官
所
か
ら
浅
立
村
以
北
一
二
ケ
村
へ
の
達
し
は
、
辰
ノ
三
月
中
に
も
来
て
い
る
。
当
時
は
生
糸
そ
の
他
の
商
売
で
、
上
方
に
出
張
す

る
者
が
お
り
、
江
戸
や
京
坂
地
方
の
軍
事
情
勢
を
、
風
聞
と
し
て
伝
え
る
者
が
あ
る
た
め
の
処
置
で
あ
る
。 

  
 

以
回
状
相
達
条
、
右
ニ
付
時
勢
日
増
切
迫
戦
争
同
前
ニ
舞
懸
り
、
御
軍
御
改
革
兵
賦
御
仕
立
御
沙
汰
ニ
付
、
在
々
壮
丁
之
者
相
撰
、
来
ル
七
日

迄
可
被
書
上
候
事 

 

一
御
役
屋
付
総
而

五
拾
人
前
後
外
無
之
、
何
変
之
節
一
方
え
防
戦
無
覚
束
事
ニ
候
、
依
之
最
寄
之
郷
村
免
許
直
支
配
有
志
之
者
、
砲
術
仕
込
其
御
役

屋
々
々
に
而

、
調
練
仕
組
置
可
申
御
沙
汰
ニ
付
、
是
又
壮
丁
者
相
撰
同
日
迄
可
被
書
上
候
事 

 

四
月
四
日
の
代
官
所
達
し
で
あ
る
。
同
日
に
荒
砥
御
役
屋
御
附
用
人
か
ら
、
村
々
の
免
許
直
支
配
の
者
は
五
日
五
ツ
半
（
午
前
九
時
）

ま
で
、
御
役
屋
大
広
間
へ
出
頭
す
べ
し
、
の
達
し
が
あ
っ
た
。
ま
た
昨
日
三
日
の
代
官
所
達
し
に
は
、
先
に
御
借
り
上
げ
を
令
達
し
て
お

い
た
金
額
を
、
こ
の
十
五
日
迄
「
可
差
出
候
」
と
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
追
文
が
あ
っ
て
、
金
額
が
集
ま
ら
な
い
場
合
、
集
金
し
た
分
だ
け

で
も
十
六
日
迄
届
け
る
よ
う
に
、
残
り
分
は
追
々
で
差
し
支
え
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
令
達
に
限
ら
な
い
が
後
文
に
、
「
廻
状
時
付
ニ

滝
野
村
文
書
「
御 

用
願
書
留
帳
」 

前
掲

文
書

同
文

書 
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シ
テ
村
々
順
、
留
村 

可
相
返
候
」
は
、
回
状
を
受
取
っ
た
時
刻
を
明
記
し
て
隣
村
に
回
し
、
最
後
の
村
は
そ
れ
を
代
官
所
に
届
け
る
方

法
で
あ
る
。
尤
も
急
用
の
場
合
は
、
直
接
村
々
の
肝
煎
宅
へ
早
駕
籠
で
来
た
と
い
う
。
そ
し
て
駕
籠
は
、
到
着
村
で
次
の
村
ま
で
人
足
で

運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

や
ん
さ
送
れ
ば
ま
た
来
る
や
ん
さ
、
今
年
し
あ
や
ん
さ
の
当
り
年 

「
や
ん
さ
」
と
は
、
駕
籠
掻
き
労
務
者
の
掛
声
の
擬
音
語
で
も
あ
ろ
う
か
、
緊
迫
し
た
当
時
の
空
気
は
一
つ
の
偶
謡
か
ら
も
窺
え
る
。

な
お
免
許
百
姓
ら
の
農
兵
創
設
に
つ
い
て
、
御
役
屋
々
々
と
あ
る
の
で
、
鮎
貝
役
屋
に
も
同
様
の
回
状
が
あ
っ
た
筈
で
、
後
日
高
岡
地
区

に
於
い
て
調
練
し
た
、
と
の
伝
え
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。 

  
 

以
回
状
申
達
候
、
然
者

此
度
鎮
撫
使
御
下
向
并

会
津
御
追
討
ニ
被
仰
出
等
ニ
付
、
事
実
も
不
訳
只
々
雑
話
い
た
し
、
不
心
得
も
の
於
有
之
而

厳
重

御
吟
味
可
被
仰
付
旨
被
仰
出
候
間
、
不
心
得
無
之
様
可
申
達
候
、
此
旨
申
達
候
、
且
回
状
早
々
順
達
留
村 

可
相
返
候
、 

己
上 

  

命
令
に
よ
っ
て
雑
話
を
禁
じ
ら
れ
て
も
、
非
常
の
事
態
に
な
れ
ば
生
命
も
財
産
も
、
保
障
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
民
衆
は
、
た
だ
不
安
に

お
の
の
き
な
が
ら
情
報
を
求
め
る
ほ
か
な
か
っ
た
。 

  
 

一
五
足
ツ
ヽ 

 

家
懸 

 

草
鞋 

 
 

 

右
ハ
大
急
御
備
被 

仰
出
候
間 

 
 

 

〆
六
拾
九 

 

大
縄 

 

浅
立
村
中
山
村
迄 

 
 

 
 

拾 

丸 
 

中
〃 

 
 

 

右
者
大
急
御
用
ニ
付
、
前
断
右
之
通
ニ
被 

仰
出
候
間
、
此
段
相
心
得
早
速
順
達
留
村 

可
相
返
候 

以
上 

 
 

 
 

 
 

四
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御 

代 

官 

所 
 

  

代
官
所
か
ら
の
通
達
は
連
日
で
あ
る
。
加
え
て
如
何
に
大
急
ぎ
で
あ
っ
て
も
、
「
御
用
」
の
至
上
命
令
が
つ
い
て
あ
っ
た
。
他
方
、
領

『
長
井
村 

郷
土
誌
』 

滝
野
村

文 

書

同
文

書
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内
に
敵
方
間
者
の
潜
入
を
恐
れ
て
、
旅
泊
・
往
来
宿
の
あ
る
所
へ
は
、
厳
重
の
警
戒
を
村
役
に
命
じ
、
村
内
か
ら
他
国
生
れ
の
者
を
追
い

出
す
た
め
の
調
査
で
は
、
十
王
一
二
人
、
滝
野
一
八
人
、
萩
野
八
人
、
中
山
一
一
人
、
大
瀬
七
人
、
佐
野
原
二
人
、
下
山
村
五
人
と
し
て

い
る
。
今
度
は
軍
夫
の
徴
発
が
来
た
。
「
綱
木
沢
迄
玉
薬
留
具
持
夫
」
は
、
浅
立
村
か
ら
中
山
村
迄
の
九
ケ
村
は
二
人
ず
つ
、
川
下
四
ケ

村
で
三
人
の
都
合
二
二
人
で
、
「
只
今
夫
揃
ニ
付
」
村
役
同
道
出
頭
の
達
し
で
あ
る 

  

。
綱
木
口
へ
の
輸
送
は
会
津
進
攻
の
た
め
で
、

同
月
二
十
四
日
の
も
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 

以
書
付
御
届
申
上
候
事 

 
 

今
般
御
軍
役
御
改
革
ニ
付
、
免
許
直
支
配
次
ニ
小
前
中
之
有
志
丁
壮
之
者
、
砲
術
調
練
仕
組
置
可
申
様
御
達
奉
畏
、
免
許
直
支
配
小
前
無
残
御

沙
汰
、
申
所
、
有
志
丁
壮
之
者
一
村
中
ハ
無
御
座
候
、
且
三
役
之
者
一
統
御
用
定
役
ニ
御
座
候
間
、
諸
事
御
軍
役
御
除
ニ
被
成
度
奉
願
候
、
此

段
御
届
申
上
候
、
己
上 

 

免
許
直
支
配
ら
農
兵
の
徴
募
が
あ
っ
た
翌
五
日
に
、
滝
野
村
で
は
右
の
届
を
出
し
て
い
る
が
、
他
の
村
々
で
は
如
何
様
で
あ
っ
た
も
の

か
、
戦
局
は
会
津
討
伐
で
は
名
分
が
弱
く
、
緊
迫
感
も
そ
こ
迄
い
か
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
中
で
、
奥
羽
と
越
後
方
面
に
戦
局
の
進
展
は
余
り
な
か
っ
た
。
米
沢
・
仙
台
で
は
専
ら
会
津
赦
免
の
嘆
願
が
、
精
力
的
に
進

め
ら
れ
て
お
り
、
会
津
に
対
し
て
は
、
極
力
謝
罪
を
進
め
て
い
た
時
で
あ
る
。
然
し
こ
の
画
策
は
、
成
功
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
会
津

は
条
件
に
不
満
が
あ
り
、
鎮
撫
総
督
か
ら
は
「
熟
覧
の
処
、
朝
敵
不
可
容
罪
人
に
付
」
と
し
て
、
嘆
願
が
返
却
さ
れ
た
の
が
閏
四
月
十
九

日
で
あ
る
。
こ
れ
が
奥
羽
の
諸
大
名
ら
の
憤
激
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
同
盟
を
結
ん
で
抗
戦
す
る
決
意
を
固
め
、
戦
局
は
急
に
一
転
す
る

こ
と
に
な
る
。
個
人
の
動
静
が
歴
史
を
変
え
る
の
は
常
に
あ
る
事
で
あ
る
が
、
こ
の
度
は
総
督
参
謀
世
良
修
蔵
が
、
当
時
庄
内
方
面
に
働

い
て
い
た
総
督
と
参
謀
へ
出
し
た
密
書
、
「
仙
台
米
沢
を
初
め
奥
羽
を
皆
朝
敵
と
し
て
酒
田
沖
に
軍
艦
を
廻
し
て
、
陸
海
か
ら
の
挾
撃
に

よ
っ
て
、
過
根
を
除
く
べ
し
」
を
、
伊
達
家
臣
ら
が
発
見
し
、
激
怨
の
余
り
福
島
の
宿
舎
に
彼
を
捕
摶
し
て
斬
っ
た
。
こ
れ
が
陰
の
大
き

同
文

書 

前
掲

文
書
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防

備

、

農

兵

、

軍

夫

な
原
因
と
な
っ
て
い
た
。 

 
戊
辰
戦
争
は
国
内
戦
争
で
あ
り
、
私
闘
で
も
あ
る
。
奥
羽
地
方
は
受
身
で
あ
る
た
め
、
大
義
名
分
の
弱
さ
が
あ
り
、
諸
大
名
の
動
き
に

曲
節
が
あ
れ
ば
、
戦
局
に
は
急
激
な
変
化
が
生
れ
る
た
め
、
全
体
を
よ
く
把
握
す
る
の
に
容
易
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
特
に
守
勢
で
あ
る

場
合
そ
の
感
が
深
い
。 

 

戊
辰
戦
争
と
郷
土
の
主
題
は
、
特
別
な
も
の
が
あ
る
。
置
賜
郡
の
最
北
に
あ
っ
て
他
領
境
の
黒
鴨
・
栃
窪
・
高
岡
・
大
瀬
・
中
山
・
滝

野
の
六
ケ
村
に
番
所
を
持
ち
、
荒
砥
、
鮎
貝
両
御
役
屋
と
山
口
新
地
、
同
八
ヶ
森
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
在
番
士
が
在
駐
し
て
い
る
限
り

直
接
の
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
残
る
資
料
が
多
く
な
い
た
め
、
全
体
的
な
資
料
は
『
米
澤
市
史
』
か
ら
、
地
方
文
書
は
滝
野

公
民
館
蔵
「
諸
御
用
願
書
留
帳
」 

 
 

 
 

か
ら
、
既
述
の
分
と
共
に
引
用
の
主
に
な
る
。
戦
争
の
影
響
は
武
士
が
直
接
で
あ
る
の
に
、

資
料
と
し
て
残
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。 

 

奥
州
列
藩
同
盟
の
結
成
に
、
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
同
盟
書
前
文
に
「
公
明
正
大
の
道
を
執
り
、
合
心
協
力
上
皇
室
を
尊
び
（
中

略
）
宸
襟
を
安
ん
ぜ
ん
と
欲
す
」
と
あ
り
、
条
文
の
中
に
「
漫
リ
ニ
百
姓
を
労
役
愁
苦
に
堪
え
ざ
ら
し
む
る
勿
れ
」 

 
 

と
も
あ
っ
た
。

列
藩
同
盟
は
政
府
軍
に
抗
戦
す
る
も
の
で
は
な
く
、
加
盟
二
四
藩
が
共
生
を
誓
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
盟
主
を
仙
台
に
決
め
て
お
り
、
こ

の
頃
上
杉
は
会
津
討
伐
か
ら
手
を
引
い
て
、
兵
を
解
散
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
に
、
鶴
岡
の
酒
井
は
三
河
以
来
の
徳
川
譜
代
で
あ
り
、

背
反
の
天
童
の
織
田
と
交
戦
を
開
く
よ
う
に
な
る
。 

総
督
府
か
ら
天
童
救
援
の
命
令
を
受
け
た
上
杉
方
は
、
庄
内
酒
井
の
罪
状
が
明
確
で
な
い
と
し
て
、
直
ぐ
に
は
応
じ

な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
副
総
督
護
衛
を
命
じ
て
来
た
の
が
、
閏
四
月
二
十
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
す
で
に
上
杉

方
は
、
国
境
各
所
に
出
兵
し
て
い
た
。
郷
土
の
要
所
に
配
置
さ
れ
た
の
は
、
黒
鴨
口
桜
孫
左
エ
門
幸
盛
、
栃
窪
口
山
吉
七
郎
右
エ
門
盛
真
、

大
瀬
口
桜
井
清
七
郎
義
路
、
中
山
口
桐
生
丈
右
エ
門
秀
直
、
滝
野
口
石
井
次
郎
右
エ
門
貞
幹
の
顔
触
れ
で
あ
っ
た
。
上
杉
兵
の
一
部
は
山

慶
応
四
年
一
月
～

明
治
二
年
二
月

『
米
澤

市
史
』
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形
、
楯
岡
か
ら
新
庄
に
進
ん
だ
。
新
庄
に
は
同
時
に
庄
内
・
山
形
・
上
ノ
山
兵
も
進
ん
だ
の
で
、
副
総
督
は
不
隠
の
形
勢
を
察
し
て
秋
田

に
去
っ
た
。
そ
し
て
、
途
中
か
ら
上
杉
兵
の
護
衛
兵
派
遣
を
拒
ん
で
い
る
。 

  
 

以
廻
状
申
達
候
、
今
日
御
城
下 

御
境
固
御
役
人
数
五
捨
斗
御
出
ニ
付
、
当
村
に
て
昼
御
賄
差
上
申
候
事
ニ
御
座
候
、
萩
野
口
、
滝
野
口
江

御
手

わ
け
ニ
相
成
候
、
依
之
三
役
御
衆
中
村
境
々
々
江

御
案
内
被
遊
候
而

可
然
と
奉
存
候
、
此
段
申
上
候
、
己
上 

 
 

 

閏
四
月
廿
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石 

那 

田 

村 
  

宛
名
は
十
王
村
両
下
・
萩
野
村
・
滝
野
村
・
中
山
村
で
、
前
述
の
村
山
出
兵
と
月
日
が
符
合
す
る
。
当
時
の
兵
制
は
三
〇
人
を
一
小
隊
、

一
〇
小
隊
を
一
大
隊
と
し
た
か
ら
、
二
小
隊
の
行
動
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
よ
り
以
前
村
々
か
ら
は
数
人
の
若
者
が
、
軍
夫
と
し

て
、
多
方
面
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
農
繁
期
を
迎
え
た
村
で
は
、
不
安
の
中
に
も
農
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、 

  
 

 
 

 
 

以
覚
書
御
届
申
上
候
事 

 
 

当
村
田
植
今
日
迄
無
滞
植
仕
廻
申
候
、
右
御
届
申
上
候 

以
上 

 
 

 
 

慶
応
四
ノ
閏
四
月
廿
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀧 

野 

村 

肝 

煎 
 

 
 

御
代
官
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
両
所
宛
ニ
シ
テ 

 
 

 

御
出
役
様 

  

肝
煎
は
型
通
り
の
報
告
す
る
と
、
不
安
と
多
忙
の
中
に
一
つ
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
た
。 

 

対
庄
内
の
た
め
の
行
動
が
、
小
康
の
段
階
に
達
し
て
い
た
こ
ろ
、
白
河
口
で
は
同
盟
軍
が
苦
戦
し
て
い
た
の
で
、
応
援
軍
を
出
発
さ
せ

る
と
共
に
、
越
後
方
面
で
重
大
な
戦
局
を
迎
え
る
。
越
後
長
岡
領
主
は
親
徳
川
方
で
は
あ
る
が
、
執
政
の
進
言
で
中
立
を
表
明
し
て
い
た
。

総
督
方
は
こ
れ
を
許
さ
ず
陥
落
さ
せ
る
事
か
ら
、
奥
羽
列
藩
同
盟
と
行
動
を
共
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
戦
局
は
戦
線
を
拡
大
し
な
が
ら
彼
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我
一
勝
一
敗
を
保
っ
て
、
容
易
に
決
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
白
河
が
危
機
に
直
面
す
る
。
平
、
相
馬
の
同
盟
藩
も
援
軍
を

求
め
る
に
急
で
あ
っ
た
。
加
え
て
秋
田
が
同
盟
を
離
反
し
た
事
か
ら
、
秋
田
に
総
督
本
庄
大
和
昌
長
が
、
多
く
の
郷
土
兵
ほ
か
を
引
率
し

て
、
北
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
全
く
四
面
楚
歌
の
中
に
あ
っ
た
と
伝
え
る
。 

 

こ
の
頃
村
々
へ
は
火
薬
製
造
の
た
め
の
青
苧
か
ら

．
．
．
．
の
供
出
、
「
塩
焇
（
火
薬
）
製
御
用
銭
」
の
ほ
か
、 

  
 

以
書
面
申
達
候
、
然
者

其
村 

木
割
人
足
五
人
ツ
ヽ
、
日
割
之
通
可
為
相
詰
候 

以
上 

  

と
し
て
六
月
八
日
に
、
「
南
十
王
村
、
但
壱
人
毎
鐇
（
ま
さ
か
り
）
持
参
、
九
日
北
十
王
村
、
十
日
滝
野
村
」
と
塩
焇
御
役
場
の
達
し

が
あ
っ
た
。 

  
 

一 

弐
人 

滝
野
村 

一 

四
人 

 
 

萩
野
村 

一 

弐
人 

 
 

中
山
村 

 
 

 
 

右
者

最
上
表
江

夫
方
ニ
仰
付
候
間
、
明
日
中
村
役
同
道
差
出
可
申
候 

 
 

 
 

御 
 

 

代 
 

 

官 
  

こ
れ
は
七
月
二
日
の
も
の
で
、
又
三
日
の
達
し
に
、
新
庄
表
へ
の
出
張
が
長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
軍
夫
た
ち
の
小
使
銭
・
衣
服

も
差
し
支
え
の
者
が
あ
る
か
ら
、
送
付
希
望
が
あ
れ
ば
七
日
迄
受
付
け
る
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。 

 

先
に
村
々
の
免
許
直
支
配
、
ま
た
有
志
に
対
し
て
、
砲
術
調
練
希
望
の
者
を
募
っ
た
が
、
滝
野
村
で
は
皆
無
で
あ
る
と
報
告
す
る
と
共

に
、
村
役
は
職
務
が
あ
る
の
で
除
外
の
願
い
も
書
添
え
て
い
た
。
然
し
、
「
至
急
ニ
迫
リ
四
民
隣
江

御
出
勢
、
此
節
御
人
数
不
足
当
惑
」
に

な
れ
ば
、
農
兵
組
立
の
責
任
が
、
代
官
所
か
ら
郷
村
出
役
に
代
る
。
又
、
御
役
屋
か
ら
は
砲
術
調
練
指
導
の
通
達
が
、
六
月
の
初
め
ご
ろ

か
ら
来
て
い
る
。
つ
い
に
、 

  
 

右
村
々
江

申
達
候
、
肝
煎
三
役
共
勝
手
を
唱
ひ
、
調
練
江

不
罷
出
村
々
有
之
候
ヲ
以
テ
、
御
役
屋
様
御
腹
立
ニ
付
今
日 

も
取
懸
可
申
候
、
只
今
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ニ
相
成
候
而

ハ
其
村
々
ニ
而

教
示
相
受
候
而

も
よ
ろ
し
き
儘
ニ
相
成
候
間
、
承
々
無
油
断
取
掛
可
申
候
、
尤
三
役
共
此
節
ニ
至
リ
候
而

ハ
、
無
寸
隙

茂

是
ハ
無
是
非
次
第
ニ
付
、
子
弟
ニ
而

不
苦
候
間
返
す
々
々
も
、
四
刻
よ
り
取
掛
可
申
候
、
乍
末
筆
此
段
申
入
候 

  

「
右
村
々
」
は
何
ケ
村
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
自
分
勝
手
の
理
由
か
ら
、
砲
術
調
練
に
参
加
し
な
か
っ
た
村
が
多
く
、

最
後
は
強
硬
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
滝
野
村
に
は
一
五
名
が
列
記
さ
れ
て
い
た
。
内
、
年
長
の
者
は
五

十
四
才
、
四
十
三
才
と
四
十
二
才
も
い
た
。
年
少
で
は
十
三
才
一
人
、
十
六
才
二
人
、
十
七
才
二
人
で
、
残
り
は
壮
年
者
で
あ
る
。 

 

戊
辰
戦
争
は
国
内
戦
で
あ
る
だ
け
、
そ
の
影
響
は
人
的
、
生
産
上
に
於
い
て
も
直
撃
的
で
あ
る
。
四
面
に
敵
を
迎
え
て
は
、
他
よ
り
家

臣
の
絶
対
数
が
多
く
て
も
、
不
足
を
み
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
ま
た
農
兵
の
徴
募
も
時
運
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
参

加
の
人
数
は
多
く
不
明
で
あ
る
。
滝
野
村
で
の
一
五
人
、
深
山
村
は
一
七
人
の
覚
書
が
あ
る 

 
 

。
畔
藤
村
町
下
で
は
紺
野
家
文
書
に
、

二
四
名
の
列
記
が
あ
る 

 
 

 
 

 
 

。
農
兵
徴
募
の
対
象
を
免
許
百
姓
と
し
て
お
り
、
免
許
者
の
数
は
村
の
大
小
に
比
例
す
る
も
の

で
な
く
、
功
績
者
・
物
品
献
納
者
も
免
許
百
姓
で
あ
る
か
ら
、
村
に
公
共
事
業
な
ど
が
あ
れ
ば
自
然
と
多
か
っ
た
。
農
兵
は
免
許
百
姓
だ

け
で
は
不
足
し
た
も
の
か
、
七
月
二
十
日
の
荒
砥
御
附
馬
上
、
御
附
用
人
ら
の
通
達
に
、
銀
右
エ
門
子
（
南
十
王
）
、
元
助
子
（
滝
野
）
、

幾
弥
子
（
中
山
）
と
平
百
姓
も
対
象
に
な
っ
て
い
る          

 

。 
  

 

同
五
月
中
ヨ
リ
十
二
ケ
村
之
免
許
二
百
人
余
農
兵
御
仕
立
ニ
付
、
且
又
教
授
方
相
務
申
候
、
右
農
兵
、
元
、
享
、
利
、
貞
、
四
隊
ト
成
シ
、
貞

隊
萩
野
村
三
十
余
之
隊
長
司
令
官
被
御
申
付
相
務
罷
有
申
候 

  

明
治
四
年
の
記
録
で
あ
り
、
多
少
の
誇
張
は
あ
っ
て
も
、
荒
砥
御
役
屋
支
配
の
広
野
村
以
北
で
二
〇
〇
人
と
す
れ
ば
、
当
町
全
体
か
ら

は
四
、
五
百
人
も
の
農
兵
に
な
る
。 

 

中
山
地
区
の
字
南
松
は
古
く
か
ら
の
領
境
で
、
今
も
郡
境
に
な
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
村
山
郡
の
簗
沢
か
ら
山
辺
方
面
に
通

「
萩
野
中
山
口
御
国
番

相
勤
候
人
数
書
上
帳
」

深
山
区

有
文
書

滝
野
村
文
書
「
諸

御
用
書
留
帳
」 

「
南
波
家
文
書
」
山
形
大 

学
附
属
郷
土
博
物
館
蔵 
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じ
る
本
道
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
隣
部
落
は
、
東
摂
待
で
あ
る
。
一
本
の
小
川
を
郡
境
に
し
て
、
中
山
の
方
は
所
に
よ
っ
て
一
〇
メ
ー
ト
ル
近

い
急
傾
斜
が
走
っ
て
い
た
。
こ
の
自
然
の
地
勢
を
利
用
し
て
防
塁
を
築
い
た
の
が
、
戊
辰
戦
争
の
時
で
あ
っ
た
。
築
塁
に
つ
い
て
広
野
村

か
ら
北
の
村
々
肝
煎
に
、
初
め
て
通
達
が
あ
っ
た
の
は
七
月
二
日
で
あ
る
。
「
築
立
ニ
付
御
普
請
奉
行
出
張
」
す
る
か
ら
、
近
隣
の
村
か

ら
三
人
ず
つ
出
て
、
間
道
も
藪
道
も
案
内
す
る
よ
う
に
申
付
け
、
な
お
不
心
得
の
な
い
よ
う
に
と
あ
り
、 

 
 

 
 

 

代
官
所
か
ら
の

も
の
で
あ
る
。
次
に
、 

  
 

以
回
状
申
達
候
、
然
者

東
北
御
境
通
り
要
害
御
手
落
之
処
江

、
砲
塁
御
築
立
ニ
付
此
至
急
之
御
時
節
ヲ
相
考
、
御
境
近
郷
之
者
共
御
手
伝
致
様
被

仰
付
候 

 
 

 
 

但
御
役
屋
附
藩
士
江

も
御
手
伝
ニ
仰
付
候
間
、
此
段
可
致
承
知
候 

  

こ
の
留
書
は
月
日
を
欠
い
て
い
る
が
、
追
い
か
け
る
よ
う
に
通
達
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
十
二
日
に
な
っ
て
明あ

き

俵
三
〇
五
俵
、
中
縄
五
、

一
〇
〇
尋ひ

ろ

の
供
出
令
が
滝
野
村
に
来
て
い
る
。
中
縄
の
長
さ
は
、
十
七
人
の
工
程
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
各
村
へ
も
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の

と
思
う
が
、
明
俵
へ
は
土
を
詰
め
土
俵
に
し
て
運
搬
し
、
更
に
所
定
の
場
所
に
積
ん
で
塁
を
築
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
俵
を
五
ケ
所
結

ぶ
の
に
一
〇
尋
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
大
量
の
縄
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

  
 

萩
野
中
山
口
御
境
通
土
居
穴
築
申
ニ
付
、
其
村
方
御
手
伝
明
後
廿
日
、
当
村
肝
煎
表
江

四
時
詰
左
之
通 

 
 

 
 

七
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

郡 
 

割 
 

所 
 

 

一 

五
拾
人 

 
 

 
 

 

滝 

野 

村 
 

 
 

 

但
シ
村
役
人
壱
人
ツ
ヽ
付
添
、
唐
鍬
な
た
鍬
之
類
持
参
可
有
之
候 

  

滝
野
村
の
戸
数
（
文
政
十
年
、
一
〇
二
戸
）
の
、
半
数
ほ
ど
の
割
り
当
て
に
な
る
。
同
村
へ
は
八
月
一
日
に
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
村

一
統
と
の
み
あ
っ
て
数
の
記
載
は
な
い
。
然
し
二
回
で
は
一
戸
一
人
ほ
ど
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
広
野
村
以
北
荒
砥
郷
の
全
戸
数
は
、

滝
野
村
文
書
「
諸

御
用
書
留
帳
」 

前
掲

文
書同

文
書 
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前
記
の
文
政
度
で
一
、
二
五
〇
戸
程
で
あ
る
。
全
工
事
は
た
し
か
に
一
、
〇
〇
〇
人
以
上
を
要
し
た
程
、

規
模
の
大
き
さ
が
あ
る
。
現
在
見
ら
れ
る
規
模
と
構
造
の
平
面
と
断
面
は
、
第

1
・

2
図
の
通
り
で
、

道
路
上
は
枡
形
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
全
長
は
上
手
の
方
で
破
壊
が
多
少
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ん
で
い
る
。
一
ヶ
所
、
塁
を
低
く
し
て
石
を
敷
き
、
三
方
に
石
を
積
ん
だ
砲

塁
と
云
わ
れ
る
個
所
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
東
南
に
僅
か
離
れ
た
所
に
も
、
土
塁
と

思
わ
れ
る
も
の
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
大
工
事
は
完
成
し
た
の
ち
、
一
度
も
使

用
す
る
こ
と
な
く
戦
争
が
終
っ
た
筈
で
あ
る
。
祖
先
た
ち
の
労
苦
は
無
益
と
な
っ

た
が
、
そ
れ
は
幸
福
な
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

越
後
方
面
の
戦
闘
が
一
進
一
退
の
後
、
同
盟
軍
は
不
利
に
陥
る
と
益
々
困
難
な

戦
局
と
な
っ
て
、
退
却
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
。
中
条
豊
前
秀
賢
が
大
隊
長
と
な

っ
て
越
後
口
に
向
っ
た
の
は
、
五
月
朔
日
で
あ
っ
た
が
、
中
条
家
中
で
あ
る
山
口

新
地
衆
も
加
わ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
一
行
二
〇
人
、
鎚
持
一
人
、
旗
一
流
、

内
五
名
は
軍
夫
で
あ
っ
た
。
新
保
茂
左
エ
門
・
同
鹿
蔵
・
西
吉
弥
・
内
山
吉
衛
・

長
谷
川
与
七
・
江
花
与
惣
太
・
漆
山
駒
次
・
漆
山
右
近
・
青
木
勝
弥
・
吉
村
久
蔵

ら
が
新
地
衆
で
あ
り
、
軍
夫
の
一
人
に
広
野
村
与
惣
次
が
い
た 

 
 

。 

 

七
月
十
日
、
秋
田
・
新
庄
の
同
盟
離
反
が
明
ら
か
に
な
り
、
鮎
貝
御
役
屋
将
本

庄
大
和
昌
長
を
総
督
と
し
て
進
発
さ
せ
る
。
こ
れ
に
は
荒
砥
御
役
屋
御
附
馬
上
の

鈴
木
栄
次
も
随
っ
た
か
ら
、
配
下
で
あ
る
八
ヶ
森
足
軽
組
の
郷
土
兵
は
多
く
出
征

『
小
国

町
史
』



   第六章 近  代 
      第一節 明治維新 

し
た
。
新
庄
か
ら
院
内
に
向
っ
た
本
庄
軍
は
、
黒
森
峠
の
嶮
阻
を
頼
ん
だ
秋
田
兵
と
暁
天
の
こ
ろ
会
戦
し
た
。
こ
の
時
鈴
木
栄
次
配
下
の

松
田
泰
助
は
、
ま
だ
十
六
才
の
若
冠
で
あ
っ
た
が
、
隊
長
の
許
し
を
得
る
と
、
明
け
方
の
黒
森
の
嶺
に
、
敵
将
が
馬
上
か
ら
我
方
を
睥
睨

へ

い

げ

い

し
て
い
る
の
を
認
め
、
鉄
砲
を
取
り
上
げ
る
と
ね
ら
い
を
定
め
、
「
南
無
八
幡
大
菩
薩
」
を
念
じ
て
発
砲
し
た
。
一
発
で
見
事
に
命
中
し

た
。
直
逆
様
に
落
馬
す
る
の
が
は
っ
き
り
見
え
た
。
味
方
の
喊
声

か

ん

せ

い

は
山
や
谷
に
こ
だ
ま
し
て
鳴
り
も
止
ま
な
か
っ
た
と
、
隊
長
鈴
木
栄
次

が
書
き
残
し
た
。
こ
の
会
戦
は
本
庄
軍
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
大
捷
で
あ
っ
た
か
ら
、
画
工
に
当
時
の
模
様
を
写
さ
せ
て
一
幅
に
仕
立
て

た
。
後
年
、
本
庄
氏
が
鮎
貝
を
離
れ
る
際
当
地
に
残
し
、
現
在
常
安
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                    

有
屋
村
ニ
而 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                    
 

大

滝

弥

惣

右

衛

門 
 

 

以
幸
便
申
上
候
、
我
ハ
最
上
表
出
陣
後
無
別
儀
罷
在
候
、
御
一
統
様
ニ
而

茂

無
御
替
、
先
以
而

珍
重
ニ
存
候
、
然
処
新
庄
表
十
四
日
晩
よ
り
焼
打

ニ
相
成
候
処
、
城
下
不
残
焼
失
、
戸
沢
家
不
残
秋
田
江

逃
失
候
処
、
米
沢
庄
内
仙
台
山
形
天
童
始
と
し
て
、
秋
田
表
江

御
発
行
様
子
ニ
而

、
本
庄

様
始
山
崎
村
と
云
駅
ニ
御
出
陣
被
居
候
、
廿
五
日
の
合
戦
ニ
の
そ
き
峠
と
云
所
ニ
於
、
庄
内
勢
と
打
合
に
相
成
候
処
、
秋
田
勢
大
敗
軍
ニ
而

、
の

そ
き
峠
の
陣
屋
ハ
不
残
焼
捨
ラ
レ
、
其
上
分
捕
候
処
ハ
大
砲
壱
挺
小
筒
壱
挺
、
首
五
ツ
生
取
壱
人
、
庄
内
勢
益
勢
ひ
盛
に
し
て
、
御
徒か

ち

峠
迄
追

詰
候
由
ニ
御
座
候
、
先
合
戦
の
様
子
ハ
味
方
の
勝
利
と
存
居
候
得
ハ
、
此
程
御
安
心
被
下
度
候
、
拙
者
共
ハ
秋
田
境
有
屋
村
ト
申
処
ニ
相
堅
居

候
共
、
仲
間
一
統
無
事
ニ
罷
在
候
間
御
安
心
被
下
候
、
然
処
出
陣
砌
り
御
一
類
方
に
御
餞
別
添
仕
合
ニ
奉
存
候
、
此
程
厚
御
礼
申
上
候
、
先
は

下
手
の
長
文
句
皆
々
様
御
被
見
の
上
、
一
笑
可
被
下
候
、
余
の
帰
陣
の
節
方
々
可
申
上
候
、
以
上 

 
 

 
 

七
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
ケ
森
足
軽
組
本
宿
在
住
の
大
滝
氏
が
、
故
郷
の
親
類
に
あ
て
た
陣
中
通
信
で
あ
る
。
分
捕
の
中
に
首
五
ツ
と
も
あ
り
、
戦
争
と
は
こ

こ
で
も
悲
惨
で
あ
る
。
な
お
追
伸
と
し
て
、 

大
滝
家

文
書 
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猶
々
申
上
候
、
着
類
の
儀
ハ
筒
袖
綿
入
壱
ツ
、
外
ニ
股
引
壱
ツ
足
袋
壱
足
金
子
、
此
品
早
々
送
り
被
下
候
様
偏
ニ
御
願
申
上
候
、
外
ニ
何
ニ
て

も
無
用
の
品
ハ
決
而

、
不
送
様
奉
順
上
候
、
以
上 

  

戦
線
の
拡
大
と
緊
迫
に
つ
れ
て
、
村
々
に
は
毎
日
の
よ
う
に
新
し
く
差
し
迫
っ
た
通
達
が
来
た
。
軍
夫
の
徴
発
は
早
く
か
ら
あ
っ
た
の

で
、
都
合
に
よ
り
交
替
の
必
要
も
あ
っ
た
。
「
越
後
見
附
宿
江

差
替
、
風
呂
敷
ニ
て
交
代
（
替
）
夫
差
立
申
候
、
依
之
」
と
い
う
関
所
通
判

を
書
き
、
ま
た
所
属
す
べ
き
隊
頭
下
秀
丸
の
用
人
に
対
し
て
、
前
任
三
人
の
帰
還
を
要
請
し
、
交
替
の
「
右
三
人
御
召
使
被
下
置
度
」 

 
 

 
   

と
書
い
た
の
は
、
七
月
二
十
八
日
で
あ
る
。
八
月
に
な
る
と
福
島
県
下
の
同
盟
諸
藩
が
敗
北
し
た
た
め
、
領
内
に
敗
残
の
者

に
ま
ぎ
れ
、
敵
間
者
が
侵
入
す
る
の
を
憂
慮
し
て
取
り
締
り
を
厳
達
し
て
い
る
。 

  
 

以
廻
状
申
達
候
、
然
者
先
達
仕
組
置
候
農
兵
大
急
相
登
セ
候
様
御
厳
達
、
随
而

諸
国
不
審
之
者
入
込
候
様
相
図
、
万
一
間
者
等
有
之
候
而

ハ
御
国

家
大
切
之
御
場
合
ニ

付
、
村
々
厳
重
相
改
不
審
之
者
召
捕
候
様
、
此
段
申
達
候
、
以
上 

 
 

 
 

 

八
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
       

御 

代 

官 

所 
  

越
後
方
面
の
戦
況
は
、
打
撃
を
受
け
て
日
に
日
に
敗
戦
を
濃
く
し
て
お
り
、
八
月
十
日
を
過
ぎ
た
頃
は
、
国
境
ま
で
も
撤
退
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
敗
軍
と
な
っ
て
は
物
資
の
補
給
は
、
後
方
を
頼
る
ほ
か
な
く
、
「
春
中
相
備
候
わ
ら
ん
じ
不
足
相
成
」
と
し
て
、
郷

中
一
戸
五
足
の
割
り
当
て
が
八
月
九
日
に
来
て
い
る
。
又
、 

  
 

 
 

 
 

送
り
候
事 

 
 

一 

鎗 
 

 
 

五
丸 

 
 

右
村
々
無
滞
足
軽
屋
敷
迄
、
可
被
相
達
候
、
以
上 

 
 

 
 

八
月
八
日 

出
キ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鮎
貝
家
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

南 
 

 

求
馬 

同
文

書 

「
諸
御
用
願 

書
留
帳
」 

滝
野
村

文
書 

同
文

書 
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降
 

伏

 

の

前

 
 

 

後

は
、
秋
田
口
本
庄
軍
が
、
南
に
転
戦
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
村
継
ぎ
の
輸
送
方
法
で
石
那
田
村
迄
と
し
て
あ
る
。 

戊
辰
戦
争
を
経
験
し
た
上
杉
藩
の
立
場
は
、
複
雑
で
あ
る
。
奥
羽
列
藩
同
盟
の
主
唱
に
加
わ
り
な
が
ら
、
中
立
を
装

っ
て
も
い
て
、
鎮
撫
総
督
の
依
頼
う
け
て
出
兵
し
た
が
、
態
度
に
鮮
明
を
欠
く
た
め
、
副
総
督
か
ら
護
衛
を
拒
否
さ

れ
た
事
も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
、
徹
底
し
て
抗
戦
の
主
導
の
役
割
を
果
し
た
。
結
局
、
八
月
十
九
日
に
降
伏
勧
告
書
を
越
後
の
前
線
で
受

取
る
の
は
、
督
将
大
国
筑
後
ら
で
あ
っ
た
。
上
杉
藩
は
降
伏
後
、
仙
台
藩
へ
の
勧
降
に
成
功
し
、
会
津
へ
も
働
き
か
け
て
い
る
が
成
功
を

見
ず
、
九
月
に
な
れ
ば
会
津
討
伐
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
会
津
降
伏
は
九
月
二
十
二
日
で
あ
る
が
、
庄
内
討
伐
が
決
定
し
て
出
陣
す

る
の
が
九
月
十
八
日
、
鮎
貝
御
役
屋
将
本
庄
大
和
昌
長
は
、
ま
た
も
大
隊
長
と
し
て
出
陣
し
て
い
る
か
ら
、
在
番
の
家
中
も
多
く
従
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
戦
闘
は
寒
河
江
川
を
挾
む
激
闘
が
あ
り
、
六
十
里
越
に
向
っ
て
い
る
が
、
二
十
七
日
に
は
西
郷
隆
盛
の
鶴
岡
入
城
と
な

り
、
奥
羽
の
戦
争
は
完
全
に
終
る
こ
と
に
な
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
降
伏
し
て
も
完
全
な
終
戦
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
第
二
の
戦
闘
参
加
が
始
ま
る
た
め
、
村
々
が
静
か
に
な
る
筈
は
な

か
っ
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

覚 

一 

家
懸
五
足
ツ
ヽ 

 
 

 
 

わ
ら
ん
じ 

 
 

 
 

 

先
日
相
達
候
一
戸
壱
足
ツ
ヽ
此
内
ニ
候 

 

右
者
此
節
官
軍
大
勢
繰
込
ニ
相
成
候
ニ
付
、
極
大
急
御
入
用
ニ
候
間
、
一
同
六
ケ
敷
候
儀
只
今
有
合
分
早
急
御
代
官
所
相
納
、
残
ハ
追
々
可
相

納
候
尤
も
わ
ら
ん
じ
壱
足
三
拾
五
文
ツ
ヽ
ニ
被
成
下
、
御
年
貢
続
方
ニ
相
成
候
間
、
精
々
作
ら
せ
可
相
納
候 

以
上 

 
 

 

九
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御 

代 

官 

所 
 

一
方
深
山
村
で
は
農
兵
・
軍
用
夫
の
徴
募
に
よ
っ
て
、
農
業
経
営
に
破
綻
を
来
た
す
ほ
ど
の
労
働
力
を
奪
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
願
書
を

代
官
所
に
出
し
て
い
る
。 

「
諸
御
用
願
書
留

帳
」
滝
野
村
文
書
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以
書
付
奉
願
上
候
事 

 
 

当
村
百
姓
六
拾
五
戸
ニ
御
座
候
処
、
其
内
農
兵
弐
拾
七
人
、
夫
方
四
人
相
勤
罷
有
申
候
処
、
去
ル
十
三
日
小
国
沼
沢
村
江

弐
拾
七
人
、
御
代
官
所

江

六
人
、
人
足
差
上
置
申
候
処
、
折
々
早
駕
篭
抔
参
り
候
得
者
、
農
兵
之
者
女
共
ニ
而

相
送
リ
、
其
外
黒
鴨
栃
窪
御
固 

人
足
相
当
リ
申
躰
ニ
而

、

何
分
と
も
致
方
無
御
座
候
内
、
木
之
実
為
取
方
御
達
ニ
相
成
候
得
者
、
右
沼
沢
村
江

参
居
候
人
足
、
御
免
被
成
置
度
奉
願
候
、
何
卒
願
之
通
リ
御

叶
被
下
置
候
様
、
偏
ニ
奉
願
上
存
候
、
以
上 

  

長
百
姓
二
人
、
欠
代
二
人
と
、
肝
煎
が
連
署
で
提
出
し
た
の
は
、
九
月
の
中
旬
で
あ
る
。
こ
の
方
面
で
も
、
御
番
所
が
常
に
固
め
ら
れ

て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
又
、
こ
の
村
で
は
軍
用
と
し
て
松
明

た

い

ま

つ

三
〇
三
本
、
草
鞋
・
馬
沓
と
も
に
三
〇
三
足
の
常
備
が
あ
っ
た
と
し
て
い

る
。
村
々
へ
の
通
達
は
、
戦
況
に
応
じ
て
、
間
断
な
く
あ
っ
た
。
「
鉛
払
底
候
、
買
入
茂
六
ケ
敷
」
と
し
て
、
鉱
山
へ
督
促
し
て
「
十
歩

一
」
の
役
金
は
取
ら
ず
、
な
お
高
値
段
で
の
購
入
も
約
し
て
い
る 

 
 

。
横
越
地
区
臼
ヶ
沢
の
附
近
小
臼
沢
の
鉛
鉱
は
、
戊
辰
の
時
、

藩
吏
を
出
張
さ
せ
て
掘
り
、
軍
用
に
当
て
た 

 
 

が
、
現
存
す
る
資
料
は
な
い
。
「
以
回
状
申
達
候
」
は
連
日
で
あ
る
。
直
接
軍
事
に

関
係
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
塩
の
不
足
に
対
し
て
は
、
非
常
時
に
際
し
て
の
指
示
、
ま
た
絹
糸
の
集
荷
が
進
ま
ず
に
い
る
が
、
今

度
は
早
急
に
持
参
せ
よ
と
云
う
も
の
も
あ
る
。
前
記
草
鞋
一
足
三
五
文
は
米
値
に
比
較
す
る
と
、
一
日
の
工
程
で
米
一
升
ほ
ど
に
も
な
ら

な
い
異
状
さ
に
あ
っ
た
。 

  
 

官
軍
繰
込
ニ
付
宿
々
江

詰
夫
申
達
、
夫
々
相
詰
候
内
猥
ニ
村
方
江

逃
返
リ
、
或
ハ
大
義
を
厭
ひ
目
軽
荷
物
等
、
私
ニ
背
負
候
も
の
有
之
不
届
之
至

ニ
候
、
依
之
以
来
其
宿
々
江

相
詰
居
候
様
、
御
役
江

相
伺
願
不
差
出
内
逃
返
リ
、
又
ハ
私
ニ
軽
目
之
荷
物
背
候
も
の
於
有
之
ハ
、
家
懸
人
足
五
日

詰
切
之
過
怠
人
足
申
付
候
間
、
此
旨
篤
と
相
心
得
小
前
々
々
江

懇
ニ
申
付
、
不
心
得
無
之
様
可
致
候
、
此
段
申
達
候
、
以
上 

 
 

 
 

九
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
      

 

御 

代 

官 

所 
  

敗
色
が
濃
く
な
れ
ば
軍
規
が
乱
れ
て
、
勝
手
に
帰
村
す
る
軍
夫
、
ま
た
軽
量
の
軍
需
品
を
窃
盗
す
る
軍
夫
が
続
出
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

戦
争
と
は
い
つ
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
、
思
い
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。 

深
山
区

有
文
書

前
掲

文
書

『
米
澤

市
史
』

前
掲

文
書
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所
謂
官
軍
が
、
当
地
方
に
ど
れ
ほ
ど
の
人
数
を
送
り
込
ん
で
来
た
か
不
明
で
あ
る
。
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て
も
少
な
い
た
め
に
、
伝
え

も
記
録
も
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
浅
立
村
の
念
仏
碑
は
巨
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
官
軍
の
悪
戯
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
た
と
い
う
伝
え
が

聞
か
れ
る
。 

 

南な
ん

ぼ
会
津
は
あ
ら
馬
だ
て
も
サ
、
さ
づ
ま

（

薩

摩

）

ぐ
つ
わ
で
コ
ラ
サ
ノ
サ
、
し
め
で
を
ぐ
ど
サ
ツ
サ
。
越
後
と
も

（

共

）

と
て
し
ば
た

（

新

発

田

）

に
ま
い
サ
、
猫
に
づ
き
ん

（

頭

巾

）

で
コ
ラ
サ
ノ
サ
、
し
り
ひ
こ
ミ
だ
ど 

サ
ツ
サ
。
会
津
だ
ま
し
て

正
（
庄
）

内
つ
ふ
し
サ
、
あ
と
で
仙
台
コ
ラ
サ
ノ
サ
、
だ
ま
し
う
ち
だ 

サ
ツ
サ 

  

こ
れ
は
、
衣
袋
家
文
書
「
官
軍
歌
ふ
し
留
本
」
で
あ
る
が
、
明
治
二
年
認
む
の
記
入
が
あ
る
。
同
家
は
以
前
か
ら
の
免
許
百
姓
で
あ
る

か
ら
、
記
録
に
は
見
え
な
く
と
も
農
兵
と
し
て
狩
り
出
さ
れ
た
事
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
時
、
直
接
、
間
接
に
耳
に
し
た
も
の
の
記
録
で

あ
ろ
う
。
都
合
十
首
を
載
せ
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
表
記
は
地
方
語
発
音
を
う
つ
し
て
お
り
、
難
解
な
と
こ
ろ
も
多
い
。
尚
、
写
す
に
あ
た

っ
て
囃
言
葉
を
片
仮
名
に
か
え
た
の
は
、
視
覚
上
の
効
果
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
歌
謡
の
韻
律
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、 

 

勿
論
知
る
由
は
な
い
。
次
に
当
時
連
日
の
よ
う
に
伝
達
さ
れ
た
回
状
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
既
出
の
滝
野
村
文
書
か
ら
、
順
序

を
追
っ
て
列
記
す
る
。 

 

九
月
十
四
日
、
官
軍
入
込
の
た
め
石
高
割
金
の
通
り
至
急
人
足
を
、
三
〇
人
十
王
、
一
五
人
萩
野
滝
野
、
一
〇
人
石
那
田
村 

十
五
日
、
作
事
屋
足
軽
無
人
に
付
、
七
〇
人
ば
か
り
壮
年
を
選
ん
で
、
各
村
は
十
七
日
迄
申
告 

十
六
日
、
兼
而

追
々
御
触
達
も
有
之
、
承
知
も
有
之
候
筈
、
此
度
官
軍
御
繰
込
ニ
付
、
彼
是
悪
説
を
申
唱
ひ
候
者
相
聞
、
不
届
至
極
（
下
略
） 

同
日
、
浅
立
二
〇
人
、
広
野
七
人
、
畔
藤
二
〇
人
、
十
王
一
九
人
、
五
人
滝
野
萩
野
中
山
、
五
人
佐
野
原
下
山
正
部
、
村
々 

夫
方
申
達
候 

十
八
日
、
連
日
の
人
足
供
出
で
村
々
は
難
渋
と
思
う
か
ら
、
雑
用
費
を
村
高
割
に
支
払
い
、
但
農
兵
正
式
の
人
夫
を
勤
め
な
い
者
は
、
村
平

均
に
勤
め
る
事 

十
九
日
、
官
軍
繰
込
并

諸
方
江

御
出
勢
候
ニ
付
、
夥
敷
草
鞋
御
入
用
ニ
付
先
日
一
戸
五
足
を
割
り
当
て
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
毎
日
二
足
ず
つ
作

る
よ
う
に
。 
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二
十
日
、
此
度
多
分
草
鞋
御
入
用
ニ
付
、
壱
戸
ニ
付
弐
足
ツ
ヽ
毎
日
、
今
日
か
ら
請
合
う
誓
書
を
代
官
所
に
出
す
。 

同
日
、
形
勢
切
迫
で
あ
る
か
ら
農
兵
に
屯
所
詰
め
申
達
、
今
に
な
っ
て
彼
是
不
服
を
唱
え
る
も
の
は
、
吃
度
被
仰
付
候
筈
、
萩
野
村
は
中
山

へ
一
時
も
早
く
出
勤
す
る
こ
と
、
ま
た
中
山
村
は
勿
論
で
あ
る
。
御
役
屋
御
附
用
人
か
ら
馬
場
・
十
王
・
滝
野
・
萩
野
・
中
山
各
村
へ
の
達

し
が
あ
っ
た
。 

二
十
三
日
、
夥
敷
人
足
御
入
用
ニ
付
八
人
馬
場
萩
野
両
村
、
七
人
石
那
田
滝
野
両
村 

ま
た
同
日
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覚 
 

 

一 

四
拾
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

人
足 

 
 

右
之
通
柴
田
様
御
通
行
ニ
付
、
右
人
足
明
廿
六
日
明
詰
ニ
而

無
間
違
、
御
差
出
被
下
度
奉
願
候
、
以
上 

 
 

 
 

九
月
廿
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
滝
問
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小 

関 

吉
左
エ
門 

滝
野
村
肝
煎
へ
の
通
知
で
あ
る
。 

 

三
日
後
に
ま
た
、 

 
 

以
書
面
得
御
意
候
、
然
者
時
勢
柄
今
日 
弾
薬
数
千
駄
入
込
候
間
、
明
廿
七
日
人
足
割
合
御
達
左
ニ
申
上
候 

 
 

一 

三
拾
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

滝 
野 

村 
 

 

一 

五
拾
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

萩 

野 
村 

 
 

右
割
合
御
達
之
通
申
上
候
間
（
下
略
） 

  

庄
内
討
伐
軍
が
、
西
国
の
軍
隊
と
共
に
米
沢
を
出
た
の
は
十
八
日
で
あ
る
。
上
杉
茂
憲
を
先
鋒
と
し
、
本
庄
大
和
昌
長
が
大
隊
頭
で
あ

っ
た
。
宮
内
か
ら
小
滝
の
通
過
は
十
九
日
で
、
二
十
日
未
明
に
は
村
山
郡
長
崎
に
進
撃
し
て
い
る
。
右
の
二
つ
の
文
書
か
ら
思
う
に
一
部

の
物
資
は
、
小
滝
―
滝
野
―
萩
野
を
通
っ
て
村
山
郡
に
出
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
弾
薬
数
千
駄
と
は
、
驚
く
べ
き
数
字
で
あ

る
。 

 

二
十
八
日
、
「
以
回
状
申
達
候
、
然
者

御
買
上
わ
ら
ん
じ
沢
山
ニ
相
成
候
間
」
は
、
鶴
岡
落
城
と
同
日
で
あ
る
か
ら
、
い
よ
い
よ
村
々
に
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平
和
が
訪
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

  
 

御
降
慎
中
之
此
節
御
家
中
ハ
不
及
申
ニ
、
町
在
々
末
々
迄
質
素
ニ
相
慎
罷
有
候
ハ
勿
論
之
事
ニ
候
処
、
時
日
之
久 

自
然
相
怠
リ
候
も
有
之
候

哉
、
近
来
夜
分
通
行
之
折
小
歌
く
ゝ
な
き
候
者
な
ど
有
之
、
又
ハ
赤
湯
小
の
川
遊
興
、
入
湯
之
者
有
之
哉
ニ
相
聞
、
以
之
外
之
事
ニ
候
、
此
節

引
揚
之
官
軍
頻
り
に
通
行
も
有
之
候
処
、
万
一
右
等
之
儀
咎
等
ニ
相
預
リ
候
而

ハ
（
下
略
） 

  

代
官
所
か
ら
各
村
へ
の
通
達
は
、
十
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
最
後
は
政
府
軍
に
協
力
し
て
も
、
賊
軍
の
扱
い
で
あ
っ
た
か
ら
、

領
主
が
謹
慎
し
て
い
る
の
で
、
領
民
迄
も
要
請
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。 

 

戊
辰
戦
争
の
終
結
は
東
北
の
方
ほ
ど
遅
く
、
九
月
八
日
に
は
明
治
と
改
元
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
年
は
戦
後
の
処
理
に
い
ろ
い
ろ
多
用
で

あ
り
、
そ
の
ほ
か
「
松
川
筋
大
破
、
廣
野
浅
立
田
水
堰
欠
落
」
ち
、
復
旧
に
は
村
切
り
で
は
不
可
能
な
工
事
で
あ
る
か
ら
、
手
伝
い
人
足

と
共
に
、
明
俵
七
〇
俵
、
中
縄
九
〇
〇
尋
、
大
縄
二
一
〇
尋
の
差
出
要
請
が
、
滝
野
村
に
十
月
中
旬
、
下
旬
に
来
る
程
で
あ
っ
た
。
ま
た

「
絹
糸
如
何
致
哉
旨
伺
出
」
た
が
、
従
来
庄
内
表
で
交
易
し
て
い
た
の
が
形
勢
が
一
変
し
た
の
で
、
勝
手
次
第
に
売
買
し
て
差
し
支
え
な

い
と
い
う
達
し
は
、
九
月
の
末
日
に
来
て
い
る
。 

  
 

其
村
免
許
之
も
の
一
日
た
り
と
御
国
、
又
は
屯
所
江

相
詰
候
も
の
、
壱
人
も
無
残
此
仁
分
可
被
書
出
候
、
此
段
申
達
候 

以
上 

 
 

 
 

辰
ノ
十
月
廿
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
          

 

御 

附 

用 

人 
  

こ
れ
に
対
し
て
滝
野
村
は
、
一
八
人
で
あ
る
こ
と
を
申
告
し
た
。
こ
れ
は
各
村
共
に
該
当
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
資
料
の
残
る
村
は
少

な
く
、
僅
か
に
深
山
村
一
七
人
、
畔
藤
村
（
町
）
二
四
人
だ
け
を
知
り
得
る
。
農
兵
の
出
動
先
は
各
地
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
御
城
下
登

ニ
被
仰
付
罷
登
申
候
処
、
庭
坂
固
」
の
者
も
あ
り
、
畔
藤
村
二
四
名
は
全
部
中
山
口
だ
け
で
、
八
月
十
七
日
よ
り
十
月
十
二
日
迄
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
長
帳  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
表
紙
裏
に
次
の
貼
付
文
書
が
あ
る
。 

前
掲

文
書

紺
野
家
文
書
、
明
治
三
年
十
一
月
「
萩
野

中
山
口
御
国
番
兵
相
勤
人
数
書
上
帳
」
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八
月
十
七
日 

十
月
十
二
日
迄
詰
切
ニ
て
有
之
間
敷
、
何
日
代
リ
ニ
シ
テ
何
日
出
張
と
銘
細
ニ
書
上
可
申
事 

 
 

一 

隊
頭
も
誰
と
書
出
可
申
事 

 
 

一 

日
数
何
程
有
之
哉
是
又
相
印
可
申
候 

 
 

一 
三
十
日
弐
分
之
御
手
当
頂
戴
致
儀
頂
戴
ニ
候
ハ
ヽ
書
出
可
申
事 

  

三
〇
日
二
分
の
御
手
当
は
、
両
替
八
貫
（
一
両
）
文
以
上
の
時
で
あ
り
、
四
貫
以
上
と
な
っ
て
も
、
米
に
す
れ
ば
一
斗
程
度
で
あ
る
。 

  
 

以
書
面
申
達
、
然
ハ
明
後
十
六
日
荒
砥
御
役
宅
ニ
お
ゐ
て
、
村
々
農
兵
中
諸
方
江

番
兵
廻
勤
相
勤
候
者
、
随
而

残
番
ニ
而

御
用
相
勤
も
の
都
而

無
残

御
賞
御
酒
被
成
下
候
間
、
右
刻
い
さ
ヽ
か
無
遅
御
袴
大
小
ニ
而

相
詰
候
様
為
可
申
達
如
斯
ニ
候
、
以
上 

 
 

こ
の
通
達
が
あ
っ
た
の
は
、
翌
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
一
月
中
旬

の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

軍
用
の
人
夫
は
戦
闘
終
結
後
も
徴
さ
れ
て
お
り
、
翌
年
に
な
っ
て
も
止

ま
な
か
っ
た
。
滝
野
村
は
一
応
こ
れ
ま
で
の
分
を
整
理
し
て
書
上
帳
を
作

成
し
て
、
代
官
所
に
出
し
た
の
は
二
年
の
三
月
で
あ
る
。
そ
れ
を
纏
め
る

と
第

1
表
の
よ
う
に
な
る
。
出
発
の
日
時
は
、
戦
況
の
動
き
と
合
致
し
て

い
る
の
が
見
え
、
出
役
し
た
人
数
は
一
ヶ
所
不
明
で
あ
る
が
、
三
六
人
と

な
っ
て
お
り
、
延
人
数
は
一
、
四
一
四
人
で
あ
る
。 

 

組
織
的
な
軍
事
行
動
に
は
、
前
線
の
軍
隊
を
越
え
る
非
戦
闘
員
が
必
要

で
、
維
新
当
時
、
軍
夫
・
夫
方
と
呼
ば
れ
た
要
員
が
徴
募
さ
れ
た
。
上
杉

前
掲

文
書
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藩
が
遭
遇
し
た
戊
辰
戦
争
は
、
戦
線
の
広
さ
が
、
福
島
県
中
部
か
ら
、
新
潟
県
の
中
部
、
北
は
新
庄
方
面
と
庄
内
方
面
に
拡
大
し
た
こ
と

が
あ
り
、
前
線
に
限
ら
ず
領
境
い
の
警
備
も
重
大
で
あ
る
た
め
、
驚
く
ほ
ど
厖
大
な
数
の
非
戦
闘
員
が
、
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
地
方
の
古
老
は
、
徴
募
の
経
験
を
語
り
伝
え
も
し
た
が
、
現
在
は
そ
れ
も
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。
戊
辰
戦
争
に
当
地
方
の
人
々

が
徴
用
さ
れ
た
記
録
は
、
前
出
の
滝
野
村
の
文
書
と
、
高
玉
村
（
西
）
の
「
人
足
鬮く

じ

順
番
面
附
」 

 
 

が
あ
る
。
滝
野
村
で
は
慶
応
四

年
五
月
四
日
か
ら
、
翌
二
年
三
月
十
日
迄
の
間
に
三
六
人
で
延
べ
一
、
四
一
四
人
が
、
越
後
・
白
河
・
会
津
・
新
庄
と
、
ほ
か
米
沢
及
び

領
内
で
服
務
し
て
い
る
。
一
人
で
最
も
期
間
の
長
い
の
は
七
三
日
で
、
六
八
日
（
二
人
）
、
六
六
日
（
二
人
）
な
ど
で
あ
る
。
軍
用
夫
方

の
徴
募
は
勿
論
村
へ
の
割
り
当
て
で
あ
る
が
、
滝
野
村
で
は
、
全
戸
数
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
徴
募
に
応
じ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
村
で

実
際
服
務
し
た
の
は
、
専
ら
小
農
民
で
あ
っ
た
。
一
方
、
高
玉
村
（
西
）
を
見
る
と
、
資
料
の
標
題
が
示
す
よ
う
に
、
抽
選
に
よ
っ
て
順

番
を
決
め
て
い
る
。
こ
の
村
に
割
り
当
て
が
来
た
の
は
遅
く
、
そ
の
う
ち
最
も
早
く
服
務
し
て
い
る
の
は
、
九
月
中
旬
か
ら
と
な
っ
て
い

る
。
出
張
先
は
米
沢
・
板
谷
・
綱
木
・
沼
沢
・
小
国
・
小
松
で
あ
っ
た
の
は
、
西
軍
に
降
服
後
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
抽
選
に
よ
る

服
務
は
、
各
戸
の
持
高
（
資
産
）
と
如
何
に
関
係
し
た
も
の
か
、
第

2
表
は
そ
の
内
容
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
持
高
と
徴
募
の
軍
夫
と
は

相
関
関
係
が
な
く
、
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
家
族
の
中
の
稼
働
力
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
割
り
当
て
は
平
均
で
あ
っ
た
も
の
か
、
戦

後
、
過
不
足
を
調
査
し
、
金
銭
に
よ
っ
て
操
作
し
て
い
る
記
録
が
、
同
文
書
に
あ
る
。
な
お
高
玉
村
（
西
）
で
軍
夫
に
応
じ
た
の
は
、
五

三
人
を
数
え
、
延
人
員
は
一
、
四
五
八
人
と
な
る
。
一
戸
平
均
に
す
れ
ば
、
二
〇
人
程
度
に
な
る
が
、
服
務
出
張
し
て
い
な
い
家
も
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
あ
る
。
戊
辰
の
年
（
慶
応
四
）
は
薄
雪
と
あ
り
、
寡
雪
の
年
で
あ
っ
た
。
梅
雨
期
は
低
温
で
雨
が
多
く
、
青
苧
作
に
腐

敗
が
出
、
稲
作
も
不
作
で
、
翌
年
に
飯
米
不
足
の
家
が
続
出
し
、
滝
野
村
で
は
備
蔵
の
備
荒
米
と
、
有
志
の
者
が
拠
出
し
て
米
を
配
付
し

た
記
録
が
あ
る
。
天
候
不
順
と
共
に
、
農
兵
・
軍
夫
の
徴
募
に
よ
る
労
力
不
足
が
、
更
に
不
作
に
輪
を
か
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

蚕
桑
村

文
書 
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